
モニタリング結果報告書における評価基準 

１．総合的な評価における３項目評価 

Ｓは極めて良好な管理運営状況、Ａは良好な管理運営状況、Ｂは一部改善が必要な管理運営

状況、Ｃは抜本的な改善が必要、として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ のいずれかを記載する。 

３項目評価においてＣ評価が１つの場合は合計評価をＢ評価とし、Ｃ評価が２つ以上の場合

は合計評価をＣとする。それ以外の場合については、次の表のとおり評価を行う。 

 

項目評価  ＢＢＢ ＢＢＡ ＢＢＳ ＢＡＡ ＢＡＳ ＢＳＳ ＡＡＡ ＡＡＳ ＡＳＳ ＳＳＳ 

３項目評価の 

合計評価 
Ｂ Ａ Ｓ 

 

  なお、施設の特性上、評価項目の「利用状況」または「利用者の満足度」についてＳ・Ａ・

Ｂ・Ｃの評価を付すことができない（評価項目が２つとなる）場合は、次の表を目安とする。 

項目評価  ＣＣ ＣＢ ＢＢ ＣＡ ＣＳ ＢＡ ＢＳ ＡＡ ＡＳ ＳＳ 

２項目評価の 

合計評価 
Ｃ Ｂ Ａ Ｓ 

 

※平成27年度から利用状況、利用者の満足度及び収支状況の３項目評価を踏まえた「総合的な評価」を行っている。

表は３項目評価における評価（Ｓ、Ａ、Ｂ）の数を示しており、ＢＡＳなどの並びは問わない（ＢＡＳもＢＳＡも差異

はない）。また、一括募集施設は、２段落目以降の「３項目評価」を「３施設」、「２項目評価」を「２施設」、「項

目評価」を「施設ごとの合計評価」と読み替え、一体としての評価を行う。 

 

２．利用状況 

Ｓ：110％以上 Ａ：100％以上～110％未満 Ｂ：85％以上～ 100％未満 Ｃ： 85％未満 

として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ のいずれかを記載。 

なお、社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできるが、「目標

値」欄には代わりとなる数値（定員数等）があれば記載。 

 

３．利用者の満足度 

「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上 Ａ：70％以上～90％未満 

Ｂ：50％以上～70％未満 Ｃ：50％未満 として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ のいずれかを記載。 

 

４．収支状況 

収支差額(予算) 評価方法 評価基準 

０ 収入合計／支出合計

の比率  

Ｓ(優良)：105％以上  

Ａ(良好)：100％～105％未満  

Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～

100％未満  

Ｃ(収支比率に15％を超えるマイナスが生じてい

る)：85％未満 

プラス 収支差額(決算)／収

支差額(当初予算)の

比率 

マイナス (収支差額(当初予算)

－収支差額(決算))／

収支差額(当初予算)

の比率 

Ｓ(優良)：５％以上  

Ａ(良好)：０％～５％未満  

Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：－15％～

０％未満  

Ｃ(収支差額(決算)の削減額が当初予算の85％未

満)：－15％未満 

 


